
ＦＣ朱雀



ＦＣ朱雀の概要

•設立 平成１２年（２０００年）
•活動 サッカー
•目的 小中学生のサッカーを通じた育成
•場所 佐野市 秋山川掘米緑地
•小学生 ６７人 ／中学生 ４６人
•運営者 保護者が主体



ＦＣ朱雀の概要２

ＦＣ朱雀の概要３

•実績
•２００４年 栃木県選手権 第３位

•２００５年 栃木県ブロック別フットサル６年生の部で優勝

•２０１３年 バーモントカップフットサル栃木県大会 優勝

•２０１４年 バーモントカップフットサル全国大会ベスト１６



熱中症予防の声かけまでの経緯

•２０１５年夏に、熱中症発症の事案。
•２０１６年３月１０日に公益財団法人日本
サッカー協会から、「熱中症予防のガイド
ライン」が交付される。

•熱中症声かけプロジェクトに賛同する。
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佐野市とは
ポイントその１

佐野市ってどんなとこ？

•ラーメン ・いもフライ ・そば ・まんじゅう

•天明鋳物 ・厄よけ大師

•石灰 ・地質が安定

•佐野プレミアムアウトレット
•ゴルフ ・クリケット

•高速道路の出入り口が３カ所ある
•石井琢郎さん
•ダイヤモンドユカイさん ・ダカーポさん ・河口恭吾さん



佐野市ってどんなとこ？



引用 ２０１８年４月２３日 下野新聞



子供が対象
ポイント２

子どもが対象ってことは？

•汗腺が未発達
•体温の調整が難しい。
•輻射熱の影響を多く受ける。

引用元 東京新聞



指導者構成
ポイント３

どんな人が子どもを見てくれてるの？

•スタッフが１５名のうち、
•１２名が保護者、
•１人が地域の協力者、
•２名が専門家



高い気温
子供が
対象

運営が
保護者

ＦＣ朱雀とは

運がよかった！



大人が理解するところ。

•気温が３０度を越えている環境で、サッ
カーをすることの危険性。

•それによって、得られるものとなにを秤に
かけているのか。

•これまでの成り立ち、関わってきた人たち
の努力、そこで得られた価値・実績

取組の一例
行っている予防策・工夫



私のクラブにあるものはなんだろう？

指導者同士の勉強会

•夏に向けた方針の決定
•熱中症の発症時の対応の確認
•人脈を使ったアイデアの考案
•意見交換



夏時間の設定（サマータイム制度）

•気温が上がる時間にトレーニングを行わな
い。

トレーニングの中断

•トレーニングをしないという決定
•またはサッカーより負荷の少ない競技



スポーツトレーナーの帯同

•専門家による現場の安全評価
•練習前、練習時の予防の実施
•応急処置への備え

用具の見直し

•ＷＢＧＴ計の備付け
•タープ配置の徹底
•ゲスト用のタープも用意する。



運動中の水分補給

•小学生には、スポーツドリンクより、ハイ
ポトニック飲料水の方が相応しいのでは？

•作り方を選手や保護者に教えたり。

ペットボトル容器を使った氷柱作成

•ペットボトル容器を使った氷柱を作り、ト
レーニングの際に持参させる。

•タライに水、洗車用のスポンジ、氷柱を入
れ、熱中症に備える。



噴霧器による啓発

•除草剤を散布する噴霧器を使って、楽しみ
ながら、気温の意識を高める。

サッカー関係者との意見交換

•熱中症予防に効果的なアイデアの交換・
情報の共有

•名刺を使った熱中症予防声かけプロジェク
トの啓発



ファンイベントによる啓発

•保護者とのバーベキューなどを通した、熱
中症予防の声かけ

•催事招致のフライヤーへのプロジェクト賛
同表明

•ホームページでの啓発

支援団体との協働による啓発

•活動の広報を支援
•熱中症予防に効果的な物品の寄付
•協働による子ども達へのワークショップ等



これから
熱中症予防の取組みを
通じて気が付いたこと

栃木県の小学生のスポーツに関する統計



栃木県の小学生のスポーツに関する統計

栃木県の小学生のスポーツに関する統計



実はＦＣ朱雀はよくあるクラブのひとつ

•当たり前のクラブの平均感覚をもとに、
熱中症の安全対策の現場を感じて欲しい。

•妥当な対策を講じている。



誰も事故をおこそうと
思って活動したわけじゃない

安全・安心

面白い・楽しい

成果・結果

安全がなければ、
破綻してしまう



運がよかった。
他人の問題じゃない

熱中症
予防
声かけ
文化へ

議論

実践

評価



文化にまで高まった理由は？

•保護者や地域の協力者だけの智恵では、
変化することはできなかった。

クラブの外側からの助言や支援によって

•クラブにも、選手にも、いいことが起こっ
た。



その智恵、その思いを

•ちょっとだけ、地域のスポーツのために
使ってみてくれませんか。

•育成年代のスポーツ現場は、求めています。



もっともっとスポーツを

安心してみんなのもとへ

ご静聴をありがとうございました。


